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取扱説明書
コンクリートフェンスベース
CONCRETE GUARDRAIL MOUNT

KBM45NW

●正しく安全にお使いいただくために，ご使用の前に，
この「取扱説明書」をよくお読みください。
●この「取扱説明書」は，いつでも見ることができる場所
に保管してください。

規格表  Specifications

項目
Items

200～300mm

φ28.6mm

溶融亜鉛メッキ（KSGメッキ）
（圧接板固定ボルトはステンレス製）

433（H）×210（W）×448（D）mm
（厚さ300mmのコンクリートフェンスに取付けたとき）

約3.1kg

規格

Adaptable Concrete Guardrail

Diameter of Mast

Surface Treatment

Dimensions

Weight

適合コンクリートフェンス厚

マスト部直径

表面処理

外観寸法

質量（重量）

各部の名称

固定ボルト

アングル部

圧接板固定ボルト
保護パット

マスト部

圧接板

圧接板

安全上のご注意
ご使用の前に，この「安全上のご注意」をよくお読みください。

●コンクリートフェンスに取付ける前に，コンクリートフェンスの
強度がわかる工務店にご相談ください。

●45cmを超えるBS・CSアンテナを取付けないでください。強風時に，
強い力が加わり，破損して，けがの原因となることがあります。

●雨降り・強風など，天候の悪い日の取付作業は非常に危険ですから，
絶対にしないでください。

●感電防止のため，コンクリートフェンスベース・アンテナは，電線
などからできるだけ離して設置してください。

●高所に取付ける場合，コンクリートフェンスベース・アンテナの
落下などによって，人や物などに危害や損害を与えたりすること
がないように，安全な場所を選んで設置してください。

●高所での作業は非常に危険です。万全の安全対策をして取付け
てください。

●取付作業を行うときは，落下防止のため，ネットを張ったり，
コンクリートフェンスベース・アンテナ・工具などを固定物にヒモで
結んだりするなど，安全対策をしてから作業してください。

●取付作業を行うときに，固定ボルト・圧接板固定ボルトをゆるめすぎ
ないようにしてください。コンクリートフェンスベースや圧接板が
抜け落ちて，けがや建造物に損害を与える原因となることがあります。

●安全性と強度を充分確保できるようにしっかりと取付けてください。
コンクリートフェンスベース・アンテナが落下して，けがの原因と
なることがあります。

●マスト部が下向きになるように取付けないでください。アンテナ
が落下して，けがの原因となることがあります。

●ボルトの締付部分は，初期ゆるみがありますから，数か月後，再度，
締直してください。

●台風など強風のときは，落下防止のため，コンクリートフェンス
ベース・アンテナを，固定物にロープで結んだり，取外したりす
るなど，安全対策をしてください。

●コンクリートフェンスベース・アンテナに異常があったり，ボルト
などがゆるんだりしていないか，定期的に点検してください。
また，台風や大雪などの後は必ず点検してください。コンクリート
フェンスベース・アンテナが破損・変形した場合，新しいものと
交換してください。そのままにしておくと，コンクリートフェンス
ベース・アンテナなどの部品が，破損・落下して，けがや建造物
に損害を与える原因となることがあります。

●腐食が進んで劣化したコンクリートフェンスベース・アンテナを
そのまま使用しないでください。落下して，人や物などに損害や
危害を与える原因となることがあります。コンクリートフェンス
ベース・アンテナは，定期的に点検してください。

注意
取付ける前に

取付けについて
保守・点検について

KBM45NW
433mm

30
35

200～300mm
適合コンクリート
フェンス厚

外観図

203

φ28.6

90

BS･CSアンテナ 45cm以下用

厚さ200～300mmのコンクリートフェンス用

手すり付きコンクリートフェンスに対応

笠木の厚さが300mm以上の場合，
取付けることができません。

手すりとコンクリートフェンスの間に，
65mm以上のすき間が必要です。

笠木
コンクリート
フェンス

厚さ厚さ

当社の簡易型のUHFアンテナを取付けることもできます。
（2台のアンテナを一緒に取付けることはできません）
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製品向上のため 仕様・外観は変更することがあります。

取付方法

手すりのないコンクリートフェンスの場合

②コンクリートフェンスへの取付けと確認

手すり付きコンクリートフェンスの場合

コンクリートフェンスベースを，
ベランダの外側から手すりとコンク
リートフェンスの間に通して，マスト
部が上を向くように回転させます。

①で回転させた圧接板を元に戻し，
10mmのレンチで圧接板固定ボルト
を指定のトルクで締付けます。

②手すりの下へ通す ③圧接板ボルトの締付け

圧接板固定ボルト
●締付トルク
  5N・m
（51kgf・cm）

圧接板

圧接板固定ボルト

圧接板

固定ボルト

圧接板は必ず元の状
態（横方向）に戻して
固定してください。

ご注意

レンチ（17mm用，10mm用※）　※10mm用は手すり付きコンクリートフェンスのときに必要です。
設置に必要な工具

アングル部

コンクリート
フェンスを挟
める程度まで
広げます。

固定ボルト・圧接板固定ボルトをゆるめすぎない
ようにしてください。コンクリートフェンス
ベースや圧接板が抜け落ちて，けがや建造物
に損害を与える原因となることがあります。

注意 ●固定ボルトを指定のトルクで締付けたとき，コンクリートフェンス自体に
5MPa（51kgf/c㎡）の力が加わります。コンクリートフェンスにはその
締付ける力に耐えられないものもありますから注意してください。
●インパクトレンチなど，急激にトルクが加わる工具は使用しないでくだ
さい。コンクリートフェンスベースの変形や破損の原因となります。

ご注意

①取付けの準備
17mmのレンチで，固定ボルトをゆる
めて，アングル部をコンクリートフェ
ンスを挟める程度まで広げます。

①取付けの準備
1.17mmのレンチで，固定ボルトをゆる
めて，アングル部をコンクリートフェ
ンスを挟める程度まで広げます。

2.圧接板固定ボルトを10mmのレンチ
でゆるめ，圧接板を90°回転させます。

固定ボルト
●締付トルク
15N・m
（154kgf・cm）

アングル部

マスト部

ベランダ
内側

コンクリート
フェンス

ベランダ
外側

落下防止のため，
市販の丈夫なヒモ
で固定物に結びます。

コンクリート
フェンス

マスト部

手すり

ベランダ
外側

コンクリート
フェンス

ベランダ
内側

落下防止のため，
市販の丈夫なヒモ
で固定物に結びます。

すき間は，
65mm以上
必要です。

上記「手すりのないコンクリート
フェンスの場合」の②にしたがっ
て取付けます。

④コンクリートフェンスへの
取付けと確認

固定ボルト
アングル部

コンクリート
フェンスを挟
める程度まで
広げます。

1.アングル部をコンクリート
フェンスの上にのせます。
2.17mmのレンチで固定ボルト
を指定のトルクで締付けます。
3.コンクリートフェンスベース
が動かないことを確認します。

マスト部が垂直になるように
取付けてください。マスト部
が傾いていると，アンテナの
方向調整ができなくなること
があります。

ご注意


